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研究成果の概要： 

本研究では、高齢者や有床義歯装着者の行動特性を、医療者または学生の視点から検討し、

これらから見出された高齢者や有床義歯装着者の特有の行動パターンの抽出とともに、学習者

や現場の医療者の教育的なニーズ分析を行った。そしてそれらをもとに、患者の受療行動に様々

な影響を与える解釈モデルの抽出に関わる教育プログラムの企画立案および実施を行った。そ

の結果、有床義歯患者をはじめとする高齢者や、強い解釈モデルを有する患者に対しては、医

療における”Science”と”Art”の両側面を十分ふまえた対応をとる必要があること、またそ

の教育プログラムは臨場感の高い「体験」をベースにする必要があると考えられた。 

 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2007 年度 1,300,000 390,000 1,690,000 

2008 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

年度    

年度    

  年度    

総 計 2,300,000 690,000 2,990,000 

 
 

研究分野：医歯薬学 

科研費の分科・細目：歯学・補綴理工系歯学 

キーワード：高齢者、有床義歯、医療コミュニケーション、行動科学、歯学教育 

 

１．研究開始当初の背景 

歯科補綴は人々の健康・福祉の向上に貢献

する重要な役割を担っており、健康科学とし

ての捉え方が必要となる。その臨床の特徴は、

咬合、咀嚼障害などの疾患や障害に対しての

「予防」と「治療」の側面と、歯などの喪失

により損なわれた障害の回復を目指す「リハ

ビリテーション」の側面を併せ持っているこ

とであり、健康、長寿、ＱＯＬに直結する補

綴歯科治療は、現代社会のニーズに即応する
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重要な使命を有している。 

このような背景の一方で、患者のもつ問題

点（主訴、愁訴）は、情報化社会の進展に伴

い多様化する傾向にあり、また患者のもつ疾

患の物語（ナラティブ）も複雑化している。

特に、有床義歯に問題を抱える患者の場合、

問題の対象を口腔外へ取り出し、視覚的に観

察し、五感で評価できるなど、患者自身が「物

語」や「解釈モデル」を構築する上での材料

には事欠かない。また、高齢者では認知能力

にばらつきがある上、全身疾患との深い関わ

り、また生活環境の多様化など、医療者にと

っては初診時に把握しておくべき事項は極

めて多い。そのため、質の高い医療を提供す

るためには的確な医療面接を行い、人間関係

の構築と共に正確な情報の収集が必要であ

る。特に、このような有床義歯患者特有の問

題に対応するためには、中立的および批判的

な思考と、常に物事を客観的に判断する能力

が求められ、有床義歯患者の行動科学を十分

認識しておく必要がある。 

一般にこのような能力は、長年の臨床経験

や多くの義歯患者との関わりを通して培わ

れてきたが、医療の質をコントロールし、常

に安定した良質の医療を提供するためには、

行動科学的エビデンスに基づいた医療コミ

ュニケーションを実施する必要がある。しか

しながら、これまで国内外において、有床義

歯患者に特化した行動科学的エビデンスを

検討した報告はほとんど見当たらない。 

また、わが国における近年の急速な医学・

歯科医学教育の変化の流れにおいて、医療者

と患者間のコミュニケーションに焦点を当

てた教育プログラムが多く開発実施されて

いるものの、その内容は十分であるとは言え

ない。特に模擬患者（Simulated Patient）

を用いて実際の診療現場をシミュレートし

たトレーニングは、受講者の学習に対する

「気付き」を促せる点で多くの利点を有する

ため、利用価値は非常に高いものの、その活

用は非常に少ない上、教育カリキュラムとし

てシステム化がなされていない。 

 

２．研究の目的 

本研究では、歯科医療従事者における医療

現場での有床義歯患者との関わりについて

の基礎調査を行い、それらより得られたデー

タに基づいて高齢者とのコミュニケーショ

ンを促進する上での教育カリキュラムの開

発、および実施までを視野に入れた検討を行

った。 

 

３．研究の方法 

（１）有床義歯患者とのコミュニケーション

に関する基礎調査（広島県歯科医師会会員） 

 高齢者の占める割合の高い有床義歯患者

は、一般に大学病院より地域の一般歯科診療

所へ通院している傾向が高く、また純粋な患

者の解釈モデルに関する検討を行うために

は、一般歯科診療所における環境をベースと

した調査が必要不可欠であると考えられる。

そこで本調査は、広島県歯科医師会の全面的

な協力の下、同会学術部との共同研究により

同会会員に対する質問紙調査を実施した。

2008 年 8 月、広島県歯科医師会会員 1,593 名

（男性 1,454 名、女性 139 名、平均年齢 55.4

歳）に対して郵送による無記名式質問紙調査

を実施した。質問内容は、強い解釈モデルを

有する高齢有床義歯患者に対する具体的対

応を問う自由記載型の質問 1 項目、および高

齢者とのコミュニケーションに関する 10 項

目の質問（高齢者と接する頻度は？、高齢者

とコミュニケーションをとる上で困難を感

じた経験は？、またそれは具体的には？、高

齢者とコミュニケーションをとる上で注意

していることは？など）とした。 



 

 

（２）有床義歯患者とのコミュニケーション

に関する基礎調査（歯学部生・研修歯科医） 

2007 年 12 月から 2008 年 11 月にかけて、

平成 19 年度広島大学歯学部歯学科 2、4、5

年生、歯学部口腔保健学科 2 年生、および平

成 20 年度同歯学科 2年生、同口腔保健学科 2

年生、また両年度の広島大学病院（歯科領域）

初期研修歯科医を対象に調査を実施した。調

査は（１）同様の項目を採用した無記名式質

問紙調査とした 

（３）医療コミュニケーショントレーニング

の実施 

（２）の調査で明らかになったとおり、学

生や研修歯科医の多くは、医療コミュニケー

ションの学習をより実践的な環境で行うこ

とを希望している。これは、学習行動の「気

づき」を生み出し、自発的な学習を促進して

いく上でもとても重要なアプローチである。

しかしながら、このような学習方略の提供は

従来、個別や単発のケースではあっても、シ

ステム化されたカリキュラムとして組まれ

ることはこれまでほとんどなされてこなか

った。本節では、学生、研修歯科医など学習

者のニーズ分析に基づき、個々の学習者を対

象として、模擬患者との一対一でのコミュニ

ケーショントレーニングを企画、実施した。

トレーニングは一人に付き 45 分設定し、臨

場感を高めた環境において模擬患者との医

療面接を行った後、録画されたビデオを評価

者とともに供覧しながらフィードバックを

行う、という設定とした。参加者には事後、

無記名式質問紙調査を実施した。 

（４）OSCE（客観的臨床能力試験）の実施 

医療コミュニケーション教育が十分行わ

れたかどうか、そしてその結果として、それ

らの能力が学習者に適切に備わったかどう

か、については何らかの方法で評価を行う必

要がある。最終的には実際の医療現場におい

て、患者さんの判断にゆだねるのが最も妥当

性の高い方法であるのは間違いない。しかし

ながら教育カリキュラムの質を担保するた

めには、一定の客観性や信頼性を兼ね備えた

評価方法を用いておく必要がある。そこで本

研究では、過去 10 年前より本院卒後臨床研

修プログラムで採用している客観的臨床能

力 試 験（ Objective Structured Clinical 

Examination：OSCE）を用いて、研修歯科医

の備えている医療コミュニケーション能力

の評価を行った。 

（５）介護施設における現場での研修 

 医療面接におけるカウンセリング能力の

不足、また学生から研修歯科医に至る過程で

の本質的な高齢者とのかかわりの薄さを補

うためには、大学病院内などにおける学習チ

ャンスを如何に活かしても十分とは言えな

い。医療の対象である市民、とりわけ高齢者

は大学病院に来ることはむしろまれで、通常

は地域に生活し、地域の病院に通い、地域の

中で完結していることのほうが多い。したが

って、高齢者のことを学ぶためには高齢者の

もとへ出かけて行き、直接高齢者の方々と会

話し、様々な形で接し、時間を共有すること

により、これまで見えてこなかった新たな視

点が見つかる可能性が高いと考えられる。特

に、近い将来、高度高齢社会を担うべき学生

や研修歯科医は、できるだけ早い時点でこの

ような体験をするべきであり、そのための方

略は様々な工夫が行われているところであ

る。 

 本節では、広島大学病院歯科医師卒後臨床

研修プログラムの研修協力施設となってい

る一施設に協力を依頼し、研修歯科医を短期

間現場で研修させるトレーニングを実施し、

事後にポートフォリオを記載させた。 

 

４．研究成果 



 

 

（１）有床義歯患者とのコミュニケーション

に関する基礎調査 

①8 割以上の会員がほぼ毎日、病院の内外に

関わらず高齢者とコミュニケーションを

とっていた。 

②約 8割の会員が、高齢者とのコミュニケー

ションをとる上で困難を感じた経験があ

ると回答していたが、それがストレスにな

ると回答していたのは 3割強であった。 

③例示したようなケースを、9 割以上の会員

が経験したことがあると回答していた。 

④補綴を専門領域と回答していた会員は、そ

うでない会員に比較して、高齢者とコミュ

ニケーションをとる上で、視覚的、聴覚的

情報などにより理解を促進させる傾向で

あった。 

⑤強い解釈モデルを有する高齢有床義歯患

者に対する対応は、客観的根拠に基づき必

要なことを実施するといった対応と、患者

の希望や意思を尊重する対応の二種に大

きく分類された。 

（２）有床義歯患者とのコミュニケーション

に関する基礎調査（歯学部生・研修歯科医） 

①高齢者とコミュニケーションをとる頻度

は、低学年から高学年、研修歯科医と年齢

が上がるにつれ頻度が増える傾向を示し

たが、高齢者とコミュニケーションをとる

ことが「めったにない」と回答した割合は、

低学年（歯学科および口腔保健学科の 2年

生）で約 57.2％、高学年（歯学科の 4、5

年生）で約 38.5％存在した。 

②「高齢者とコミュニケーションをとるのが

ストレスに感じるか」との問いに対しては、

低学年で 30.8％のものが「ストレスに感じ

る」と回答していたのに対して、高学年で

は 9.6％、研修歯科医では 9.5％と減少し、

学年が上がるにつれ高齢者とのコミュニ

ケーションに対して意識の変化が見られ

た。 

③歯学部の低学年、高学年および研修歯科医

の全てのグループにおいて、高齢者とのコ

ミュニケーション能力を学習するために

望ましい方法は、「介護施設など現場での

体験」であるという回答が他と比較して最

も多かった。 

（３）医療コミュニケーショントレーニング

の実施 

①本トレーニングは大半の研修歯科医から

有益であったとの評価を得、彼らのニーズ

にマッチしていた。 

②ビデオによる振り返りは、学習者にストレ

スを与えるものの、自分自身の行動の振り

返りを促し、個々の行動変容に影響を与え

る傾向にあった。 

③トレーニングの環境整備など臨場感を高

めることにより教育効果が高まった。 

④本トレーニングを導入する場合は、学習者

のレディネスに配慮する必要がある。 

（４）OSCE（客観的臨床能力試験）の実施 

医療コミュニケーション能力の評価を客

観的に実施するうえで、OSCE における医療コ

ミュニケーション課題の設置はきわめて有

効であることが示唆された。本 OSCE は試験

実施時期が臨床研修開始直後の 4 月であり、

これまでほとんど臨床に携わっていない研

修歯科医にとって大半の課題が卒前実習以

来であった。そもそも本試験の目的は形成的

評価に属するため、アウトカムを求めるわけ

ではなく、研修開始時点での自らの能力を教

員とともに確認し、これから始まる一年間の

研修の方向性を知ることであった。そのため、

フィードバックに十分な時間を割き、非常に

教育効果の高い臨床能力試験となったと考

えられる。 

 医療面接課題では、参加協力いただいた模

擬患者の年齢から高齢者の設定は不可能で



 

 

あった。そのためシナリオ内に解釈モデルを

明確にし、患者の訴え、不安、本当に伝えた

いことを聞き取れるか、という点に重点を置

き評価を行った。その結果、医療者としての

態度や、技能としてのコミュニケーション能

力はスコア 3レベル（表現可能・精確）であ

ったが、感情面への配慮などに関する「カウ

ンセリング能力」はスコアが低い傾向であっ

た。このような点は、一年間の臨床研修にお

ける様々な学習チャンスを活かして、能力の

改善をしていかねばならない領域であると

考えられる。 

（５）介護施設における現場での研修 

 本研修は現場の施設の多大なる協力があ

ってこそ成しえたものであるが、そのような

環境でしか得ることのできない様々な出来

事を、各参加者は感じたようであった。高齢

者との医療コミュニケーションを学習する、

という目的だけにとどまらず、高齢者につい

て、または人生について、そして医療のあり

方について、など、普段の大学病院での研修

では考える機会の少ない、しかしながらきわ

めて本質的な問題点に対して考える「きっか

け」を与えてくれた点で、本研修は非常に意

義深かったと考えられる。このような体験を

通して、自分自身を振り返り、医療者として

今後あるべき姿を自ら模索し、すべての医療

者が具備すべき能力である Self-directed 

learning を促進させていくためには、このよ

うな機会をさらに増やすことが必要であり、

またできるならばより多くの研修歯科医に

体験させる必要があろう。 
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